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はじめに

子どもたちは、生まれつきの潜在力を基盤として、 H常生活の中で環境と相互作用しな

がら成長するが、近年の韓国では、社会全体の夜型化や保護者中心の夜型生活などの影響

を受けて、子どもたちの生活は遅寝遅起きや短時間睡眠となり、生活リズムが不規則にな

ってきた 1~ 3)。

特に、幼児期は短い期間に大きく発育・発達を遂げる幼児期に、遅寝遅起きや短時間睡

眠などの睡眠の問題、朝食の欠食や朝の排便のなさ等の摂食の問題、外あそび時間の短縮

化やテレビ・ビデオ視聴の増加などが誘因となる運動不足の問題を受けて、韓国の子ども

たちは、はたして健全に育っているのか、心配である。韓国における生活習慣に関する先

行研究の主なものは、大人を対象とする研究であり、子どもに関する研究がみられでも、

それらは、小学校高学年や中・高校生を対象としたものである。韓国の統計庁では、 1999

年から 5年ごとに「生活時間調査J 4) を実施しているが、その対象も満 10歳以上を対象

としているので、幼児期のことは不明である。

そこで、本研究では、韓国に居住する幼児の生活習慣調査を保護者に対して行い、韓国

の幼児が抱えている・抱えさせられている健康管理上の問題や余暇活動の問題を確認し、

それらの改善策を検討し、提示することとした O

方法

2014 年 7~8 月に、韓国の 1 歳 ~5 歳までの幼児 738 人(男児 435 人，女児 303 人)の

保護者に対して、幼児の生活習慣調査を実施した。主な調査内容は、睡眠時の状況、起床

時の状況、朝食時の状況、排便状況、あそび状況(あそび時間、外あそび時間、 TV・ビデ

オ視聴時間など)、夕食時の状況、夜 10時以降の活動などであった。

研究の倫理的配慮として、本アンケート調査は、個人が特定されることや強制ではない

ことを説明した。また、個人情報は本研究の目的以外には使用しないこととし、外部から

アクセスできない安全な環境下に厳重に管理した。

なお、統計処理においては、生活時間相互の関連性をみるために、 SPSSver. 22. 0を用

いて、 χ2検定 5)を行い、あわせて、ピアソンの相関係数(r) 6) を算出した。

結果

韓国における幼児の生活時間の平均や人数を、表 1 (男児)と表 2 (女児)に整理した。

1 睡眠時の状況

平均就寝時刻は、 21時26分(女児 5歳) ~22時 6 分(男児 5 歳)の範囲であり、 22時以降に就寝

する幼児は、 25.0%(女児5歳) ~75. 0% (男児5歳)いた。

平均睡眠時間は、 9時間44分(女児4歳) ~10時間 11分(女児 5 歳)であり、 10時間未満の短時間睡

眠児は25.0%(女児5歳) ~52. 4% (女児4歳)いた。うち、 9時間30分を下回る短時間睡眠の幼

児は、 8.3% (女児 5歳) ~30.0% (女児 3歳)であった。睡眠の状況をみると、「よく眠る」
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幼児の人数割合は、 41.7% (女児 5歳) ~64. 1 % (男児 4歳)であった。

2 起床時の状況

平均起床時刻は、 7時 34分(男児4歳) ~ 7時 58分(男児5歳)で、あった。朝 8時以降に起床

する幼児は、 33.3%(女児5歳) ~62. 5% (男児5歳)いた。起床の仕方をみると、「し、つも自分

で起きる」幼児の割合は、 15.4% (女児 5歳) ~7 1. 3% (女児 1歳)であった。起床時の

機嫌をみると、 Iし、つも機嫌がよい」幼児の人数割合は、 9.1 % (女児 4歳) ~40. 3% (女

児 2歳)であった。

3目朝食と排便状況

朝食の摂取状況をみると、朝食を「毎日食べる」幼児の人数割合は、 53.8%(女

児 5歳) ~ 86.3 % (女児 1歳)であった O 平均朝食開始時刻を年齢別にみると、 8時17分

(男児4歳)~ 8時55分(男児5歳)の範囲にあった。朝 8時以降に朝食を摂取している幼児は、

83.4% (女児4歳) ~9 1. 3% (女児3歳)いた。

排便状況については、 「毎朝する j幼児の人数割合は、 14.6%(男児 4歳) ~56.3% (男

児 5歳)であり、平均排便時刻は、 9時23分(女児 5歳) ~ 13時33分(女児 4歳)の範囲

であった。うち、午後に排便をしている幼児と不定期的な幼児は、 13.4%(男児5歳)~78. 2% 

(女児4歳)いた。

4 あそび状況

平均あそび時間は、 3時間47分(男児4歳) ~ 7時間O分(男児5歳)であり、そのうち、 平均外

あそび時間は 1時間 5分(女児4歳) ~ 2時間 1分(男児2歳 5歳)であった。帰宅後のあそびは、

年齢を問わず、男児ではブロックあそびが最も多く、女児では絵本や本読み、ままごとが多かった(複

数回答)。遊ぶ場所については、 「どちらかといえば、家の中で遊ぶ」と「ほとんど家の中で遊ぶ」幼

児は、 16.7%(女児5歳) ~54. 1 % (女児 1歳)いた。

テレビ・ビデオの平均視聴時間をみると、 1時間15分(男児・女児4歳) ~1 時間32分(女児 5 歳)

の範囲であり、視聴時聞が 2 時間を超えている幼児は 1~2割程度いた。

5 習い事

習い事の内容(複数回答)をみると、性別と年齢を問わず、からだを動かす体操、幼児体育、
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平均夕食開始時刻は、 18時 30分(男児 4歳) ~ 18時 45分(女児 1歳)あり、夕食を

19時以降に食べる幼児は、 31.8% (女児 4歳) ~60.0% (男児 5歳)いた O

7. 夜10時以降の活動

夜10時以降の活動(複数回答)の中で、男女児ともに、おもちゃでのあそびやテレビ視

聴がもっとも多かった。

8 生活時間相互の関連性

韓国の幼児 738人の生活時間相互の関連性を検討した結果、 1%水準で有意な関連性が

みられ、かつ、 2変量の聞に中程度以上 15) の相関関係がある、 r孟 10.31のものを抜粋し

た。その結果、就寝時刻が遅くなると睡眠時間が短くなり (r=-0.36)、起床時刻 (r二0.51)

や、朝食開始時刻 (r=0.43)は遅くなる(図 14)。睡眠時聞が長いと起床時刻が遅い (r=0.50)。

起床時刻が遅いと朝食開始時刻が遅い (r二O.74) 0 朝食開始時刻が遅いと登園時刻が遅い

(r=0.40) という結果になった。

考察

幼児期の健康的な生活リズムの基本として 睡眠時間は夜間に10時間以上を確保するこ

と7)が推奨されている。成長期に十分な睡眠時間を確保するためには、日中の余暇活動の

中で戸外あそびを奨励し、子どもの運動量を増やして、夜には心地よく疲れさせることが

一つの健康的な方法であろう。

韓国幼児の生活特徴は、外あそび時間も長く、体育的な習い事でからだを動かしている

にもかかわらず、就寝時刻が遅く、それにつれて、起床時刻、朝食開始時刻、排便時刻ま

で遅くなっている O そして、 睡眠時間は短くなるという傾向がみられた。また、睡眠リズ

ムの乱れから、男女ともに、起床時に自分で起きる子どもは多くて約 7割、機嫌がよい子

どもは多くて約 4割もいなかった。そして、朝に、注意集中が困難であったり、物事が気

にかかり、熱心になれなかったり、寝不足によるねむけゃあくび症状を訴えていた O 先行

研究より、夜間の睡眠時聞が 9時間30分未満の幼児は精神的な疲労症状を訴えやすくなる

8 )ことが明らかとなっている。午後あそびでブロックあそび、ままごと、おえかきが最も

多く、夜10時以降の活動は、おもちゃでのあそびやテレビ視聴が多く占めている結果から、

韓国の幼児は昼間には家で静的なあそびが多く、夜遅くまで活動を行うことで体温が下が

らず、やがて、これら生活リズムの乱れから体調の不調や病気につながっていくと懸念し

た。

朝は、空腹の状態で胃に食べ物が入ることで、大腸の嬬動運動が促進される 1日の中で
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最も排便をしやすい時間帯であるが、朝食を毎日摂取している幼児は、男女児ともに、約

5~8 割程度しかおらず、平均排便時刻も正午前後であったことから、朝食の量の不足や

質の悪さ、朝の排便に費やすゆとり時間の短さが懸念された。先行研究によると、睡眠リ

ズムが乱れてくると、朝ごはんが十分に食べられない 9)ことが言われており、摂食のリズ

ムが崩れていく。そして、エネルギーを摂取しないと、午前中の活動力が低下し、運動不

足になっていく 9)ことが報告されている 1日の生活の中で、朝、家で排便ができるよう

な習慣ができていると、園生活においても、午前中から元気よく活動できることが期待で

きる O 毎日、朝食を摂取することの必要性、食事の量や内容、規則正しい生活についての

情報を、子どもたちやその保護者に、しっかり伝えていくことが求められた。

韓国の幼児は、長い睡眠時聞を確保するために、 夜の光刺激や活動を控えさせて、就寝

時刻を 1時間ほど早めること、そして、子どもに絵本の読み聞かせをしたり、話し合いす

ることで、子どもを落ち着かせて寝る準備をさせ、いっしょに布団に入り、少しでも早く

就寝できる環境を作る工夫が必要であろう。そして、 1日の生活の中で生き生きと動ける

基盤となる朝食の大切さをしっかり伝えていくことが求められた。

まとめ

2014年 7~8 月に、韓国の幼児 738人(男児 435人，女児 303人)の生活習慣調査を実施し

た。その結果、

(1) 就寝時刻の平均は、 21時26分(女児 5歳) ~22時 6 分(男児 5 歳)の範囲にあった。

22時以降に就寝する幼児は、 25.0% (女児 5歳) ~75. 0% (男児 5歳)いた。また、遅寝

につれて、睡眠時間も短くなり、起床時刻、朝食開始時刻、排便時刻、登園時刻まで遅く

なっていた O

( 2 )睡眠リズムの乱れから、男女ともに、自分で起きられない子どもが多く、機嫌のよ

い子どもも少なかった。そして、朝から睡眠不足からくる疲労症状を訴える子どもの多さ

を存在言志した O

( 3 ) 毎日、 朝食を摂取している幼児は、 53.8% (女児 5歳) ~86. 3% (女児 1歳)お

り、毎朝、排便をしている幼児は、 11.1 % (女児4歳) ~60. 0% (男児5歳)と、極めて少な

かった。

長めの睡眠時聞を確保するためには、少しでもからだを動かすレクリェーション活動を、

余暇時間内に取り入れることや、子どもの夜の活動を控えさせて、少しでも子どもに落ち

着いて寝る準備をさせることが大切であろう。
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